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■膜との出会い
　1971年生まれ，東京出身の喜多村淳さん。横浜
国立大学では，最初から建築構造に惹かれたのでは
なく，空間構成に少し興味がある程度の気持ちだっ
た。大学院から本格的に構造エンジニアを目指す道
へと舵を切ったのは，喜多村さんが野球青年のとき，
後楽園球場から東京ドームになった際の膜構造を体
感したからかもしれない。「四角い建物より面白そ
う」と思い入った石井研究室は，日本膜構造協会の
会長を務めていた石井一夫教授が率いていた。石井
教授は「膜構造の設計法に関する一連の業績」で，
日本建築学会業績賞を受賞されているエキスパート
だ。喜多村さんは石井研究室で膜の研究に取組み，
卒業後は膜を専門とする太陽工業にエンジニアとし
て入社したのです。大島病院車寄せ棟（2016年）
をはじめ，中小規模の膜構造を設計してきた。大規
模なドームクラスは構造設計者と協働して膜の設計
を担当する。ルツェルン・フェスティバル アーク・
ノヴァ（アニッシュ・カプーア＋磯崎新＋イソザキ・
アキオ アンド アソシエイツ）が記憶に残ると，喜
多村さんがいうのは誰でも納得できるだろう。
■ET F Eのランニングスタジアム
　構造設計者として喜多村淳さんの名前が出たのは

「新豊洲Brilliaランニングスタジアム」での受賞が大
きい。構造家・萩生田秀之さん（KAP代表取締役）
と建築家・武松幸治さん（E.P.A環境変換装置建築研
究所取締役）らとともに日本構造デザイン賞（2017
年），BCS賞（2018年）など受賞，日本建築学会作品
賞へと続いた。ETFEの浮遊感や，専門家どうしの融
合などを高く評価されての受賞である。太陽工業の
プリンシパルエンジニアとして勤務する喜多村さんが，
個人として受賞したのは画期的なことだった。ETFE
の使用実績をつくり，告示化（一般化）し，普及さ

せたいという膜業界の思惑とが巧く噛み合ったのです。
日本構造家倶楽部に入ることができて，構造家として
横のつながりも広がった。つくる立場で構造設計をし
てきたエンジニアが，構造家として認知された受賞で
あったのです。斎藤公男先生からも直接指導をもら
えるようになったのは大きな感謝であるという。新豊
洲から有明への移転も決まって，最初のコンセプトで
あった「移設のできる施設」も証明できそうです。
■膜の可能性
　膜自体は工業製品だが，建築となると一品ものの
設計で製作するため，取合いは難しい。鉄骨との摺
合せ，構造的な張力処理，雨水処理の問題など検討
しなければ進まない。もう一つ，膜の可能性が広がら
ない要因に，法律的に告示の縛りがあるという。諸外
国のスタジアムのような開放的な空間構成ができない
理由でもある。これをなんとかしなければならない。
日本膜構造協会の一員として研鑽し，行政に働きか
ける役目も担う喜多村さんなのです。編集長は「ETFE
で色の表現ができるのは素晴らしいが，透明性や明
るさだけではつまらない」と鋭い。喜多村さんが膜の
可能性をもっと広げたいのは山々だ。そのためにも告
示を乗り越えて，最小限の軽量素材で世界をやわら
かく笑顔で包むような膜構造を目指したい。ワクワク
する仕事がしたい！ と，若い人たちにも思ってほしい
と思う。大規模膜建築の経験が少ない自社の若い技
術者を憂うのだ。まずはスポーツ練習場や中規模シ
ェルターから，用途と興味を広げてほしい，また積極
的にどんどん外に出て行ってほしいと考えるのです。
たまに高校時代の仲間と野球をするのが喜多村さん
のリラックスタイムだが，ドームで体感した膜が頭か
ら離れることはないようです。
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最近，基本設計以降の公募型プロポーザルに設計
者として参加するのではなく，基本設計以前の基本
計画や基本構想に策定支援などの形で携わらせてい
ただく機会が増えた。本当は設計者としてのみかか
わりたいと思うが，「設計プロポ詳しいですよね，ど
う進めていくのがベストでしょうか」という声に対し
て，本制度上での設計に長い時間を費やしてきた身
として，しっかりと答えなければならないと感じる。
特に建築営繕部署が強くない行政には，相談できる
相手も少なく，プロポーザル指針があるとはいえ，具
体的な設計者選定のデューデリジェンスに悩むことが
多いと聞く。そこで安易に指名入札や指名プロポー
ザルに流れないように，設計者自身はどのように自ら
の能力を育てていけばよいか。筆者の経験から，読
者に向けて試論的に投げかけてみたいと思う。

筆者は，建築設計とは「想像力」で成り立っている
と考えていて，想像力のみが設計力の源泉であると思
う。例えば1万m2の設計経験がなければ1万m2の設
計案はつくれないという考え方には反対である。実際
に大阪中之島美術館設計競技においては，当初大阪
市が提示した「5,000m2の公共文化建築の設計実績」
を，審査員の一人であった竹山聖先生が「2,000m2の
公共建築の設計実績」に変更させたと伺っている。大
変な英断である。これにより70近い設計提案が集ま
り，参加資格の門戸解放に大きく貢献されたと思う。
それでも2,000m2の設計実績は，若い設計者には大き
な壁である。筆者も2,000m2の公共建築が設計実績と
なったのは，事務所開設15年目のことであった。
⦿開かれた参加資格とは

では，単純に設計規模を実績としない方法で，こ
れから公共建築を設計したいと志向する設計者に参
加資格が開かれたものとなり，かつ，発注者が選定
結果に対して不安にならないような参加資格，設計

実績とはどれくらいが適正であろうか。例えば
2,000m2程度の公共建築のプロポーザルの場合，筆
者は管理技術者の資格要件として，下記の三項目の
実績があれば十分だと考えている。
①自身の名義にて確認申請を行い竣工させた建物が

5件以上
②自身の名義にて確認申請を行い竣工させた， 一つ

の建物の最大面積が150m2以上
③自身が設計した複数の建物の総延床面積合計が

1,000m2以上
①については，大前提として，公共建築という公益

性のある建築を設計するのであれば，社会の器として
自身の設計事務所を開設し，自身の責任において5件
程度の建築主から設計依頼を受けて完遂したという
実績である。社会的な信用としては十分であろう。5
件の実績を得るのに必要な期間は，早い人で1年から
2年，少なくとも5年あれば届くと考える。②は単純
に設計規模である。100m2だとやや小さい。150m2と
はちょっと大きめの住宅か，店舗というところだろう
か。この面積は，常に次の設計機会を意識して設計
活動を行なっていれば，すぐに設計チャンスを得る大
きさではあるが，なかなか届かない面積でもある。最
後の③は今まで経験してきた設計の総量である。量
は力であり，経験である。設計してきた案件の総延床
面積の合計は，小さな，しかし良質な住宅などを設
計してきた設計者に参加資格を開く項目といえよう。

いかがであろうか。この三項目だと開設したばかり
の設計者にとってはややハードルが高いかもしれな
い。しかし発注者である行政サイドを不安にさせない
ための実績とは，単純に設計実績だけではなく， 業務
を問題なく完遂する能力を証明する実績でもある。こ
の試論を通して，ぜひ読者の皆様とも討議を重ねて
みたいと考えている。 （えんどう　かつひこ）
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